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地球温暖化の防止にご協力を
　これからの季節は、暖房器具等の使用により
直接排出される二酸化炭素（CO2）が増加しま
す。家庭でできる省エネなどの小さな心がけで、
地球温暖化の防止に努めましょう。

地球

太陽からの
エネルギー

温室効果ガスによる
赤外線のエネルギーの
吸収と再放射

地球温暖化のメカニズム

太陽からのエネルギーで地上が温まる

地上から放射される熱を温室効果ガス
が吸収・再放射して大気が温まる
※主な温室効果ガスの種類として、
　二酸化炭素（CO2）、メタン、
　一酸化二窒素、代替フロンなどがあります。

温室効果ガスの濃度が上がると

温室効果がこれまでより強くなり、
地上の温度が上昇する

これが地球温暖化です

※

家
庭
の
省
エ
ネ
方
法

エ
ア
コ
ン
や
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
室

温
は
、
重
ね
着
、
薄
着
な
ど
の
工
夫
で
暖

房
は
20
℃
、
冷
房
は
28
℃
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。

照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ

を
消
し
ま
し
ょ
う
。

こ
た
つ
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
設
定

温
度
は
低
め
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
は
ム
ダ
な
開
閉
は
止
め
、
中
に
も

の
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
を
壁
か
ら
適
切

な
間
隔
で
設
置
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

テ
レ
ビ
は
、
画
面
が
明
る
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
、
見
な
い
時
は
電
源
を
消
す
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
物
は
ま
と
め
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、
急

発
進
、
急
加
速
を
避
け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
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eco

宇宙空間へ放出される
赤外線エネルギー

地球から放射される
赤外線のエネルギー

温室効果
ガス
温室効果
ガス

問
合
せ
先

　

環
境
対
策
室　

蘂
95
―

１
６
１
３

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

開
催
し
ま
す
！

　

９
月
６
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
木
）
に

開
催
予
定
だ
っ
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
次

の
日
時
で
開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
余
っ

た
食
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日��

時
　
11
月
8
日
（
月
）
か
ら
11
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
正
午　

午
後
１
時
か
ら

５
時

場
所　

大
口
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

主
催
：
大
口
町
（
環
境
対
策
室
）

集
め
る
食
品

①��

未
開
封
の
も
の
（
外
装
が
壊
れ
て
い
て

も
個
別
包
装
は
O
K
）

②��

常
温
食
品
で
あ
る
こ
と
（
冷
凍
・
冷
蔵

が
必
要
で
な
い
も
の
）

③��

賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
、
１
か
月
以
上

残
っ
て
い
る
も
の

④��

お
米
は
開
封
し
て
い
て
も
タ
ッ
パ
ー
な

ど
に
入
っ
て
い
れ
ば
O
K

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
で
な
い
こ
と

こ
ん
な
食
品
が
喜
ば
れ
ま
す

お
米
（
白
米
）、パ
ス
タ
、食
用
油
、し
ょ

う
ゆ
、
み
そ
、
砂
糖
な
ど
の
調
味
料

イ
ン
ス
タ
ン
ト
、
レ
ト
ル
ト
食
品

肉
・
魚
・
野
菜
・
果
物
の
缶
詰

コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
な
ど
の
嗜
好
品

問
合
せ
先

　

環
境
対
策
室　

蘂
95
―

１
６
１
３

　
メ
ー
ル　

kankyoutaisaku@town.oguchi.lg.jp


